
 

 

横浜災害ボランティアネットワーク会議 

令和５年度 事業報告 

 

 
 

１ 横浜市災害ボランティア支援センター（以下市災ボラ支援センター）の組織体制の構築および 

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情報システムの構築 
（１）災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施 

各区の災害ボランティアセンター設置・運営訓練において、ICT（情報通信技術）を活用し実

施しました。 

 実施日 実施場所 参加者人数 

 鶴見区 令和６年１月 16日（火） 
鶴見区 

福祉保健活動拠点 

63名（会員、区社協、

区役所、一般参加） 

 南区 令和６年２月２日（金） 吉野町市民プラザ 

39名（会員、ボラン

ティア連絡会、区社

協、区役所、市民局、

他区災ボラ） 

 港南区 令和６年２月９日（金） 
港南区 

福祉保健活動拠点 

11名（会員、区社協、

区役所） 

保土ケ谷区 令和５年11月12日（日） 
保土ケ谷区 

福祉保健活動拠点 

27名（地域防災拠点

運営委員、会員、区

役所、区社協、その

他） 

 旭区 令和５年11月11日（土） 
地域防災拠点（５年度は

南本宿小学校） 

46名（地域防災拠点

運営委員、会員、区

役所、区社協） 

 磯子区 令和５年11月27日（月） 磯子センター体育館 
45名（会員、区役所、

区社協、一般参加） 

 金沢区 令和６年２月 17日（土） いきいきセンター金沢 

17名（会員、区社協、

区ボランティアセ

ンター登録者） 

 港北区 令和５年12月10日（日） 港北区 16名（会員、区役所、

【横浜災害ボランティアネットワーク会議基本方針】  

１ 横浜市災害ボランティア支援センターの組織体制および ICT（情報通信技術）を

活用した情報システムの構築 

２ 区災害ボランティアネットワークの支援 

３ 各機関との連携強化 

４ 災害時のボランティア活動啓発 

５ 災害情報等の収集・提供 

６ 横浜災害ボランティアネットワーク会議の組織体制の強化 

 



 

 

福祉保健活動拠点 区社協） 

 緑区 
①令和５年 11月 27日（月） 

②令和６年２月 26日（月） 
ハーモニーみどり 

①16名（区役所、区

社協）、②16名（区

役所、区社協、運営

サポーター） 

青葉区 令和６年２月 18日（日） ふれあい青葉 
24名（会員、区役所、

区社協、一般参加） 

都筑区 令和５年 12月７日（木） 都筑区民活動センター 
29名（会員、区役所、

区社協） 

戸塚区 令和５年 10月６日（金） 
戸塚区 

福祉保健活動拠点 

13名（区役所、区社

協） 

栄区 令和６年２月 19日（月） 栄区福祉保健活動拠点 
29名（会員、区役所、

区社協） 

泉区 令和６年２月 16日（金） 泉公会堂 
42名（会員、区役所、

区社協） 

瀬谷区 令和６年２月５日（月） 
瀬谷区 

福祉保健活動拠点 

24名（会員、区役所、

区社協、区民活動セ

ンター） 

 

（２）市域団体との連携強化＜新規＞ 

①市域団体の情報の整備 

市域団体連絡会の開催にあわせ、各市域（・県域）団体が災害時に想定している支援内容 

について回答いただき、データベース化しました。 

②連携に向けた体制づくりのために市域団体連絡会（年1回）の開催 

日時：令和５年11月24日（金）18時～20時 

参加者：25名 

内訳）市域（・県域）団体：13名 

区災害ボランティアネットワーク（市災ボラネット運営委員）：５名 

市民局 市民協働推進課：３名、事務局：４名  

内容：これまでの市域（・県域）団体会員向けの取組 

災害ボランティアセンターについて 

被災地での災害ボランティアセンター情報共有会議について 

被災時における役割の発揮について 

各出席団体よりアンケート回答内容に基づき自己紹介 

情報交換 

 

２ 区災害ボランティアネットワーク（以下「区災ボラネット」）の支援 

（１）災害ボランティアネットワーク連絡会の開催＜新規> 

区域を越えた連携強化を図るため、災害ボランティアネットワーク連絡会を開催しました。 

日時：令和５年９月29日（金）15時～17時 

参加者：43名 

内訳）区災害ボランティアネットワーク：23名 



 

 

市域（・県域）団体（市災ボラネット運営委員）：５名 

区社会福祉協議会：７名 

市民局 市民協働推進課：２名 

神奈川県社会福祉協議会 地域福祉部 地域課：１名 

市社協 総務課：１名、事務局：４名 

内容：災害ボランティアセンター運営訓練について事例発表 

ICTを活用した災害ボランティアセンター運営について～災害支援派遣の経験から～ 

ICT導入で変わる災ボラネットと社協の役割分担について 

グループワーク（情報交換） 

 

（２）各区災ボラネット活動情報のとりまとめ 

各区災ボラネットの活動情報について集約し、他区との情報共有を行いました。 

 

（３）区災ボラネット連絡会の開催 

Ａブロック 日時：令和５月10月12日（木）18：00～20：00 

内容：災害ボランティアセンター運営について ～設置から終了まで～ 

   令和５年度の各区の取組み内容について 等 

 

Ｂブロック 日時：令和５年７月12日（水）10：00～12：00 

      内容：風水害時の災害ボランティアセンター運営について 

 

日時：令和５年11月22日（水）14:00～16:00 

内容：平常時の活動について 

 

（４）ブロック別連絡会助成金の実施 

      今年度、ブロック別連絡会助成への申請はありませんでした。 

 

３ 各機関との連携強化  

（１）横浜市防災計画の推進をはかるべく、横浜市市民局と連携し、区の協定書の整備や資機材の   

配備などに向けて支援を行うとともに、災害時を想定した連絡体制の構築を行いました。 

 

（２）市域を超えた連携強化のため、ＮＰＯ法人神奈川災害ボランティアネットワークをはじめ、 

県・他市町村社協などとの連携をすすめました。 

 

４ 災害時のボランティア活動啓発  

（１）災害ボランティア活動啓発 

行政・社協・区災ボラネット・本会議会員など災害ボランティアセンターの運営に関わる方 

や、関心のある方を対象とした災害ボランティア啓発研修については、令和６年１月に発生 

した能登半島地震により、講師候補者が被災地支援に入っていることから、実施を延期とし 

ました。 

 

（２）震災対策技術展への出展 

   周知啓発を行うために参加しました。 

   日程：令和６年２月８日（木）～９日（金） 

   会場：パシフィコ横浜 

 

５ 災害情報などの収集・提供 

（１）横浜災害ボランティアネットワーク会議ホームページで総会の案内を更新しました。 



 

 

 

６ 横浜災害ボランティアネットワーク会議の組織体制の強化 

（１）運営委員会のオンライン実施 

運営委員会を集合およびオンラインによるハイブリッド形式で開催しました。 

 

７ その他 

（１）令和５年度 総会 

令和５年６月８日（木） 

① 定足数確認：60（会員数91）※委任状提出39団体/個人含む 

② 各議題承認 

第１号議案 令和４年度事業報告（案）について 

第２号議案 令和４年度収支予算（案）について 

第３号議案 令和５年度事業計画（案）について 

第４号議案 令和５年度収支予算（案）について 

③結果 

全ての議案について、提案のとおり承認となりました。 

  

（２）運営委員会  

運営委員19団体（別添運営委員名簿参照） 

第１回 令和５年５月18日（木） 

・令和５年度 総会について 

・９月29日実施 災害ボランティアネットワーク連絡会について 

 

第２回 令和６年１月26日（金） 

・令和６年度 能登半島地震について 

・各団体の近況報告について 

・各事業の振り返り 

・次年度の本会議のあり方について 


